
基礎編　1.基本ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ一覧

1.Application　オブジェクト 2.Documents コレクション ３.Document　オブジェクト 4.ModelSpace オブジェクト ５.Preferences　　 ６.Database　オブジェクト ７.AcCmColorオブジェクト

　　オブジェクト　

イベント AppActivate イベント

説明 メイン アプリケーション ウィンドウがアクティブになる直前に開始

構文 WithEvents

ステートメント Public WithEvents ＊＊＊ As AcadApplication

＊＊＊の作成 Sub ＄＄＄＄＄＄

　　＊＊＊　の作成

End Sub

AppActivate Private Sub ＊＊＊_AppActivate()

　　イベント

End Sub

例 Autocad　画面をクリックすると注意：

実行例 下記メッセージボックスが表示される。この例では　プログラムはThisDrawingに

記載されている。

メソッド ZoomAll     ZoomExtents Update 　Item 　(index) 　Add  ("図面名") Close 　　　HandleToObject 　(Handle) Regen 　Item (index) 注.使用頻度は少ないため　 　CopyObjects  （Objects） 　　HandleToObject　 (Handle) 　　GetInterfaceObject　 （ProgID） 　　SetRGB 　Red、Green、Blue 　SetNames　 　”ColorName”、”BookName” SetColorBookColor　  ”ColorName”、”BookName”　

　メソッド、プロパテイの例は省略

説明 現在のビューポートを図面全体を表示するようにズーム 現在のビューポートを図面範囲までズーム 図面内のオブジェクトを更新 図面全体を更新 コレクションのアイテム（図面）を取得 ’図面（ドキュメント）をドキュメントコレクションに追加 ’’ 図面（ドキュメント）を閉じる ハンドルを指定してオブジェクトを特定 図面全体を再作図（スクリーン座標と　ビュー解像度を再計算） コレクションのアイテムを取得 複数のオブジェクトの複製(ディープ クローニング) ハンドルを指定してオブジェクトを特定 AcCmColor オブジェクトをAutoCAD にロード True Color の RGB 値を指定 色の色名とブック名を指定 既存のカラー ブックから色の名前を指定

　　注意：このメソッドはDatabaseオブジェクト以外に

　　　　　　　　　　Documentオブジェクトでも使用できる。 ''オブジェクトを作成しておく ''オブジェクトを作成しておく ''オブジェクトを作成しておく

構文 ZoomAll ZoomExtents     ***Obj.Update     ThisDrawing.Application.Update '''Documentオブジェクトを宣言 '''Documentオブジェクトを宣言 '''Documentオブジェクトを宣言 ‘’オブジェクトのハンドル　entHandle　は取得しておく。     ' すべてのビューポートを再作図の場合 ’’’モデル空間内の全オブジェクト名を取得 ’’データベースオブジェクトを宣言 ’’データベースオブジェクトを宣言     Dim ***Obj As Acad***     Dim ***Obj As Acad***     Dim ***Obj As Acad***

    Dim DOC As AcadDocument     Dim documentObj As AcadDocument     Dim documentObj As AcadDocument     ThisDrawing.Regen 　acAllViewports     Dim mspaceObj As AcadObject     Dim Database As AcadDatabase     Dim Database As AcadDatabase

    ' 'オブジェクトを宣言 ’’’データベースオブジェクトにアタッチ ’’’データベースオブジェクトにアタッチ ’AcCmColorオブジェクト宣言 ’AcCmColorオブジェクト宣言 ’AcCmColorオブジェクト宣言 ’AcCmColorオブジェクト宣言

　　’’’コレクション内のアイテム取得（図面取得）     ' 図面（ドキュメント）追加     For Each DOC In Documents　　’’’’開いているすべての図面を閉じる     Dim tempObj As AcadObject     Dim I As Integer     Set Database = ThisDrawing.ModelSpace.Database     Set Database = ThisDrawing.ModelSpace.Database     Dim col As AcadAcCmColor     Dim col As AcadAcCmColor     Dim col As AcadAcCmColor     Dim col As AcadAcCmColor

        Set  DOC =Documents.Item(I)     Set documentObj = Documents.Add ("図面名")                 DOC.Close ’’アクティブなビューポートを再作図の場合     For I = 0 To objCount - 1　　’’’モデル空間コレクションを反復処理 ''''***Obj1,***Obj2は作成しておく。 ‘’オブジェクトのハンドル　entHandle　は取得しておく。

    Next     ' 'ハンドルを指定してオブジェクトを取得     ThisDrawing.Regen　 acActiveViewport 　　’’’コレクション内のアイテム取得     ''オブジェクトコレクションを宣言     ' 'オブジェクトを宣言 ’AcCmColorオブジェクト作成 ’AcCmColorオブジェクト作成 ’AcCmColorオブジェクト作成 ’AcCmColorオブジェクト作成

    Set tempObj = ThisDrawing.HandleToObject　(entHandle)         Set mspaceObj = ThisDrawing.modelSpace.Item　(I)     Dim objCollection(0 To 1) As Object     Dim tempObj As AcadObject     Set col = AcadApplication.GetInterfaceObject　("AutoCAD.AcCmColor.23")     Set col = AcadApplication.GetInterfaceObject　("AutoCAD.AcCmColor.23")     Set col = AcadApplication.GetInterfaceObject　("AutoCAD.AcCmColor.23")     Set col = AcadApplication.GetInterfaceObject　("AutoCAD.AcCmColor.23")

        MsgBox "モデル空間に含まれるオブジェクトは: " & mspaceObj.ObjectName     '''コピーするオブジェクトをCopyObjectsと互換性のあるフォームに配置     ' 'ハンドルを指定してオブジェクトを取得

    Next     Set objCollection(0) =***Obj1：Set objCollection(1) = ***Obj2     Set tempObj = ThisDrawing.HandleToObject　(entHandle) ’色をTrue Color の RGB 値で指定 '色に色名とブック名を指定 ’既存のカラー ブックから色の名前を指定

 ''オブジェクトコレクションのコピーオブジェクトを宣言（Variant型）     col.SetRGB　 125, 175, 235     col.SetNames　 "MyColor", "MyColorBook"    col.SetColorBookColor 　"PANTONE+ Solid Uncoated", "PANTONE Yellow 012 U"

    Dim retObjects As Variant

''オブジェクトをコピーして、新しいオブジェクトのコレクションを取得（コピー） ’’オブジェクト に色を指定 ’’オブジェクト に色を指定 ’’オブジェクト に色を指定

 　***Obj.TrueColor = col  　***Obj.TrueColor = col  　***Obj.TrueColor = col

    retObjects = Database .CopyObjects(objCollection)

要素 ーーー ーーー ーーー ーーー 　　index ：アイテムNo.　（０から始まる） 　”＊＊＊” 図面名 ーーー Handle オブジェクトのハンドル ーーー 　　index ：アイテムNo.　（０から始まる） Objects 複写される基本オブジェクトの配列 Handle オブジェクトのハンドル ProgID 返されるインタフェース オブジェクトのプログラム ID Red 色の赤の値 ColorName 色の名前 ColorName 色の名前

AcCmColor オブジェクトなので　"AutoCAD.AcCmColor.23"　となる。 Green 色の緑の値 BookName 色のブック名 BookName 色のブック名

Blue 色の青の値

例

実行例

プロパティ Application ActiveDocument Count ModelSpace Blocks,　SelectionSets、UserCoordinateSystems 、Viewports 、Views Count Handle ObjectName Database Blocks Red、Green、Blue ColorName 、　BookName

　　等、コレクションと同じ名前のプロパテイを使用

説明 Applicationオブジェクトを取得 アクティブなドキュメント(図面ファイル)を取得 図面数（ドキュメント数）を取得 ModelSpaceコレクションを取得 ブロック、選択セット、ＵＣＳ座標、ビューポート、ビュー等の モデル空間内の要素数を取得 モデル空間内のオブジェクトのハンドル（文字列）を取得 モデル空間内のオブジェクトのオブジェクト名（文字列）を取得 Document（図面）からDatabaseオブジェクトへのアクセス データベースの Blocks コレクションを取得 True Color の RGB 値（赤、緑、青の値） 色の名前、　　　　　ブック名

コレクションを取得

構文 ***object.Application ThisDrawing.Application.ActiveDocument ''''Document数を宣言 （A）ModelSpaceプロパテイを ThisDrawingに直接利用する場合 ’’＊＊＊コレクションを宣言 ''''モデル空間内の要素数を取得 ’’***Objは作成しておく必要がある。 ’’***Objは作成しておく必要がある。 ’’データベースオブジェクトを宣言 ’’データベースオブジェクトを宣言 ’’’色取得用のAcCmColorオブジェクト宣言 ’’’色取得用のAcCmColorオブジェクト宣言

    Dim docCount As Integer     Dim ＊＊＊Obj As Acad＊＊＊     Dim＊＊＊Coll As Acad＊＊＊     Dim objCount As Integer　’’’’要素数カウント宣言     Dim entHandle As String　　　''''ハンドル宣言     Dim objName As String　'''オブジェク名宣言     Dim Database As AcadDatabase     Dim Database As AcadDatabase Dim retCol As AcadAcCmColor Dim retCol As AcadAcCmColor

’’’データベースオブジェクトにアタッチ ’’’データベースオブジェクトにアタッチ

''''Document数を取得     Set ＊＊＊Obj = ThisDrawing.ModelSpace.Add＊＊＊　(＊＊＊) ’’’ドキュメントオブジェクトから＊＊＊コレクションを取得（下記はブロックの例）     objCount = ThisDrawing.ModelSpace.Count    entHandle = ***Obj.handle　　’’’’’ハンドル（文字列）取得    objName = ***Obj.ObjectName　　'''''’オブジェクト名取得     Set Database = ThisDrawing.ModelSpace.Database     Set Database = ThisDrawing.ModelSpace.Database ‘’オブジェクトの色を取得 ‘’オブジェクトの色を取得

 docCount =  Documents.Count     Set＊＊＊Coll = ThisDrawing.Blocks     Set retCol =  ***Obj.TrueColor     Set retCol =  ***Obj.TrueColor

 　もしくは　docCount =  ThisDrawing.Application.Documents.Count  （B）ModelSpaceプロパテイでモデル空間の オブジェクト変数を作成する場合         MsgBox "モデル空間内の要素数: " & objCount ’’ブロックコレクションを宣言

　ただし、docCount =  ThisDrawing.Documents.Count　はエラーになります。     Dim mspace As AcadModelSpace　’’’’’モデル空間を表すオブジェクト変数宣言     Dim blkColl As AcadBlocks ’色のRGB値を取得、表示 ColorName,BookNameを取得、表示

’’’'’’’データベースからBlocksコレクションを取得   MsgBox "Red = " &　 retCol.Red & "Green= " &　 retCol .Green　＆  "Brue= " &　 retCol .Brue     MsgBox "ColorName=" & retCol.ColorName & ":" & "BookName=" & retCol.BookName

    Set mspace = ThisDrawing.ModelSpace　’’’’’オブジェクト変数作成     Set blkColl =Database.Blocks

例 ‘’メソッド　GetInterfaceObject　と同じ例です。 ‘’メソッド　SetNames　と同じ例です。

実行例

項目 Application の位置とサイズ 項目 図面を開く、新規図面を作成

　フォームモジュールの例

プロパテイ WindowState 　　メソッド Open,Add

ファイル名 『1.基本-2.Application‐位置,サイズ　』 　　ファイル名 『1.基本-2.Documents　Open,Add』

フォーム画面 　フォーム画面

　　実行結果

『既存(Open)』ボタンを押す。

　⇒図面が存在しないと

　　下記メッセージが表示される。

　実行結果 (1)位置とサイズを入力して

『位置とサイズ』ボタンを押すと

　右図のようにCAD画面が変更される。

　　『(Add)』ボタンを押す。

        ⇒下図のように図面が追加される。

(２)『最大化」ボタンを押すと最大化され、

　『最小化」ボタンを押すと最小化されます。 注意：最小化から復帰するには『位置とサイズ』ボタンを押してみてください。

(3)『表示」ボタンを押すと表示され、

　『非表示」ボタンを押すと非表示となります。

(4)『状態確認」ボタンを押すと

　　　下図のようにメッセージが表示します。

コピー元オブジェクト

コピーオブジェクト

注意：この出力はCADの作業状態

により異なります。
注意：この出力はCADの作業状態

により異なります。


